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㸰㹆㸰㸴 

欧州イノベーション・パートナーシップの取組に関する一考ᐹ 

 

 
 野࿅ 㧗ᶞ（㈈ᅋἲேᮍ᮶ᕤ学研究ᡤ）ۑ

 

 

 
㸯．ၥ㢟ࡢ⫼ᬒ・ព㆑ 

我が国における第㸲期科学技術ᇶ本計画（平成㸰㸱年㸶月㛶議Ỵ定）では、ᮾ日本大㟈⅏からの興、

⏕を㐙ࡆ、ᑗ᮶にわたるᣢ⥆的な成㛗と♫会の発展を実現していࡃため、科学技術イノベーションの

一体的推進を国ᐙ戦略として⨨けた。本ᇶ本計画においては、ᚑ᮶の分野ู重点から課題の㐩成

に向けた科学技術イノベーションの推進に㌿したことを㋃まえ、科学技術関係予算編成プロセスをๅ

᪂し、アクションプラン及び重点策パッࢣージにより科学技術予算の重点と㉁の向ୖを図っている

とこࢁである。重点策パッࢣージとは、ᇶ本計画にᥖࡆる┠ᶆの㐩成に向けて各ᗓ┬が༢独ཪは㐃携

して、アクションプラン௨外の取組に関し、成ᯝ᳨ドྍ能な具体的┠ᶆをᥖࡆ、その㐩成にᚲ要な一㐃

の策をまとめた策群のうࡕ、総合科学技術会議として重点すきものとして≉定した策群をい

うが、このような策パッࢣージを᳨ウするにあたり、官と民の┦関係（パートナーシップ）への配

៖とᕤኵは重要な要⣲となる。 

そこで、科学技術イノベーション政策における官民のパートナーシップの取組として、欧州委員会の

欧州イノベーション・パートナーシップ（European Innovation Partnerships：௨ୗ EIPs と略す。）

に╔┠し、これまでの⤒⦋や᭱㏆の動向を考ᐹするとともに、我が国への含意をᢳ出したい。 

 

 

㸰．Ḣᕞイ࣮ࣃ・ࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀトࡢࣉࢵࢩ࣮ࢼᴫ要 

EU においては、⤒῭成㛗・㞠⏝に関する「リス࣎ン戦略」が 2010 年で⤊するため、欧州委員会

はその後⥅となる 2020 年までの᪂たな戦略ࠗࣚーロッパ 2020࠘を 2008 年から᳨ウしてきた。᪂しい

成㛗戦略は、「▱㆑とイノベーション」、「よりᣢ⥆ྍ能な⤒῭」、「㧗㞠⏝・♫会的包ᣓ」を鍵となる分

野としてᣲࡆ、㔠⼥༴機からの⬺༷を┠ᣦしている。 

ࣚーロッパ 2020 のフラッグシップ・イࢽシアテࣈである「イノベーション・ユ࢜ࢽン」は、㟂要

と౪⤥を組ࡳ㎸ࡔࢇ政策を㏻ࡌて♫会の課題に取り組ࡴため、欧州イノベーション・パートナーシップ

（EIPs）の概ᛕをᑟධしている。イノベーションのサイクルを㏻して、各ࠎのసᴗをㄪᩚし、ά動の的

を⤠るにあたって、このパートナーシップは重要なᙺをᯝたすとぢられている。EIP は、国ቃや㒊㛛

を㉸えて官民からの害関係⪅を⤖びつけ、イノベーションがより㎿㏿に取りධれられるようにするこ

とで、研究・開発・イノベーションというὶれにᑐして᪂たなゅ度から取り組ࡴ。各 EIP には、2020
年までに㐩成すき野心的な┠ᶆが定められており、1㹼3 年௨内に᭱ึの成ᯝを出すことが期待されて

いる。 

現点では、「ά動的でᗣな⪁後に関する EIP」「欧州のཎᩱ㊊をඞ᭹するための EIP」「㎰ᴗに

関する EIP」「Ỉのための EIP」「㒔ᕷとࢽ࣑ࣗࢥテのスマートのための EIP」の㸳つが実または

提されている。次にそれぞれの概略をグす。 

 

（㸯）ά動的でᗣな⪁後に関する EIP (Active & Healthy Ageing) 
ேཱྀの㧗㱋は、現在欧州が┤㠃している᭱も深้な課題の一つである。65 ṓ௨ୖの欧州ᕷ民のᩘは、

後 50 年の㛫に 8,700 ே（2010 年）から 1 億 4,800 ே（2060 年予）へとಸቑする。これは欧

州の介ㆤไ度と♫会ไ度がᢪえる具体的な課題ࡔが、その一方で、ᝈ⪅や་⒪システム、イノベーショ

ン⏘ᴗのためにこれらのไ度設計をぢ┤す機会ともなる。 
本 EIP は、こうした課題にᑐฎするために定められた。2011 年 11 月には戦略的実計画（Strategic 

Implementation Plan：SIP）が策定され、国ᐙ機関やᴗ、ᕷ民♫会のために優先すき分野とಶู

のᥐ⨨を明らかにした。 
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᭱も重要な┠的は、2020 年までに、平ᆒ的な欧州ᕷ民がά動的かつᗣな⏕άを㏦ることのできる

期㛫を、㸰年ᘬきᘏばすことにある。この実計画はᙜヱ┠的に向かう第一Ṍと⨨࡙けられ、予㜵、

 。アと⒪、自立した⏕άという㸱つの分野に主に↔点をᙜてており、次の㸳つの策がỴまったࢣ
 
¾ ᝈ⪅の᭹⸆ࢥンプライアンスを確保するための㠉᪂的方策――ᑡなࡃとも 30 のᆅᇦにおいて協

ㄪ行動を実 
¾ ⪁ேのための、㌿ಽの予㜵と᪩期デᐹをᨭするための㠉᪂的方策 
¾ ≉にᰤ㣴ኻㄪに↔点をᙜてた、㌟体機能のపୗとᙅ体を予㜵するための協ຊ 
¾ 㐲㝸┘どなど、⪁ேの៏ᛶに関する㠉᪂的で総合的なࢣアの成功事例のᬑ及およびಁ進――

ᇦ内のከࡃのᆅᇦでの実がᚲ要 
¾ ⪁ேが独立ᛶ、⛣動ᛶ、ά動ᛶのある⏕άをより㛗ࡃ㏦ることができるよう、グローバルなᇶ‽

を㏻して、┦㐠⏝ᛶのある自立的⏕άのための IC 技術のά⏝のಁ進 
 

 
 

 

（㸰）欧州のཎᩱ㊊をඞ᭹するための EIP 
ཎᩱの౪⤥は日のࣁイテク⏘ᴗにはḞかࡏない要⣲ࡔが、ᚎࠎにᅔ㞴になりつつある。本 EIP を確

立するための提にでは、欧州ᇦ内の⏕⏘ຊを㧗めるとの観点から、ඹ同でイノベーションに取り組ࡴ

ことで、ཎᩱの᥈ᰝ、᥇᥀、ຍᕤをᨭする。例えば、欧州のᆅୗ 500㹼1,000 メートル㏆㎶にあるᮍ

開発の㖔≀資源の౯್は、およそ 1,000 億ユーロとぢ✚もられている。᪂しい技術が開発されれば、᮲

௳のཝしい㐲㝸ᆅであっても、ᆅୗ深ࡃから資源を᥇᥀することがྍ能になる。また、重要なཎᩱに௦

わる௦᭰ཎᩱを開発したり、㟁Ẽ機ჾや㟁Ꮚ機ჾ、そののᗫᲠ≀のリサイクルをಁしたりするᥐ⨨も

ᚲ要である。㖔≀資源が⏝しやすࡃなれば、ⷧᆺࢯーラー・パࢿルやࢿ࢚ルࢠーຠ⋡に優れた↷明、

㟁Ẽ自動㌴、㧗ᛶ能ジェット᪑ᐈ機、㉥外⥺ග学機ჾ、フイバー・グラスといった㠉᪂的な〇ရの開

発も進ࡴはࡎである。 

 

 

（㸱）㎰ᴗに関する EIP 
ୡ⏺の㣗⣊㟂要は 2050 年までに 70%ቑຍすると予されている（国㐃㣗⣊㎰ᴗ機関（FAO）による）

ことにຍえ、㣫ᩱや⧄⥔、バイ࢜マス、バイ࢜マテリアルの㟂要もᛴቑするとぢ㎸まれている。さらに、

この課題には、⏕⏘ᛶのఙびᝎࡳと、⎔ቃとኳ↛資源に関するษ㏕したၥ題も㝶している。 
こうした課題は、研究とイノベーションをಁす大きな推進ຊなࡃして解Ỵされるものではなࡃ、≉に

研究⪅と㎰ᐙ、の関係⪅をまとめ、科学研究のሙから実際の㎰ᴗへの技術⛣㌿の㏿度を㏿めて、実際

的なࢽーࢬを㎰ᐙから研究⪅へより体⣔的にフードバックできるようにすることがᚲ要である。本
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EIP は、㎰ᴗとバイࢥ࢚࢜ノ࣑ー、科学等を EU、各国およびᆅᇦの各レベルで⤖ࡪ機能的なインࢱー

フェースとなることを┠ᣦしている。 
この EIP に関しては、㸰つの主要な┠ᶆが定められている：㎰ᴗ㒊㛛の⏕⏘ᛶとຠ⋡を㧗めること

（2020 年までに⏕⏘ᛶのῶᑡഴ向を㌿さࡏること）と、㎰ᴗのᣢ⥆ྍ能ᛶをᙉすること（2020 年

までにᅵተ機能を༑分なレベルまで㧗めること）である。 
 

 

（㸲）Ỉのための EIP 
欧州委員会は、Ỉၥ題の解Ỵのための技術㠉᪂のಁ進を┠ᣦす「Ỉのための欧州イノベーション・パ

ートナーシップ」の設立を提した。Ỉ⏘ᴗ、中ᑠᴗ、研究組⧊、自体、Ỉを⏝する⏘ᴗ、㔠⼥

機関といった㒊㛛を㉸えた組⧊が参ຍする協ാ体ไを構⠏し、㠉᪂を㜼害する要ᅉを確ㄆ、≉定のỈၥ

題にᑐする具体的なᑐ策、行動、解Ỵ策等を開発・実ド、㠉᪂的解Ỵ策のᬑ及、㠉᪂の㜼害要ᅉの除、

㠉᪂のための交ὶሙの開発と設⨨などを実現するためにά動する。現在、欧州議会と欧州⌮事会でᑂ議

されており、2013 年ึめに、設立が予定されている。 

 

 

（㸳）㒔ᕷとࢽ࣑ࣗࢥテのスマートのための EIP 
欧州委員会が 2012 年 7 月に発⾲した「㒔ᕷとࢽ࣑ࣗࢥテのスマートのための EIP」では、交㏻、

ሗ㏻ಙ技術（ICT）及びࢿ࢚ルࢠー⏘ᴗのᴗで構成されるグループから、スマートシテ構⠏にᐤ

するテクノロジーの実ド実験のをເ㞟し、㑅ばれたᑡᩘのに、その実のための資㔠をᣐ出する。 

欧州委員会は、このプログラムのために、ࢿ࢚ルࢠー、交㏻、ሗ㏻ಙ技術分野の研究向け予算をプ

ールし、2013 年には、計 3 億 6500 ユーロをᣐ出する。欧州委員会によると、資㔠提౪のᑐ㇟となる

ことが考えられるプロジェクトには、次のような実ド実験が含まれる。 

¾ デジࢱル技術を⏝した↓㡢の㟁Ẽバス 

¾ 交㏻ὶのを┠的とするேᕤ⾨ᫍ技術 

¾ ௦᭰ࢿ࢚ルࢠー⏝のレン࢝ࢱーを予⣙するためのスマートフォン⏝アプリࢣーション 

¾ 㟁Ẽ自動㌴⏝のᛴ㏿㟁ჾ 

欧州委員会によると、EU 全体のࢿ࢚ルࢠーᾘ㈝㔞のう70、ࡕ㸣は㒔ᕷでᾘ㈝されている。また、交

㏻が EU 全体にもたらすࢥストは、EU 全ຍ┕国の国内総⏕⏘（GDP）の総㢠の⣙ 1㸣に┦ᙜする。 

 

 

㸱．ᡃࡀᅜྵࡢព 

EIP の取組はጞまったばかりであるが、これらに関していࡃつか␃意事項がᣦされている。例えば

2011 年に UK のᴗ・イノベーション・技能┬（BIS）は次のようなぢ解を♧した。 
 

� ᑗ᮶の研究資㔠配分は、鍵となるテクノロジー㸭▱㆑“プッシ͇ࣗᆺ（technology/knowledge 
“push ）͇と課題“プル͇ᆺ（challenge “pull ）͇へのᑐᛂという㸰つのኴいᨭᰕをベースにす

きである。これは、ඹ同プログラ࣑ング・イࢽシアテࣈ（Joint Programming Initiatives）や、

研究インフラ、研究⪅のὶ動ᛶ/技能のイࢽシアテࣈのようなຍ┕国主ᑟᆺのㄪᩚά動等へのᨭ

といった実現ά動にᑐする資㔠配分によって、ᚲ要にᛂࡌてᨭされるきである。さらにこれは、

ᕷሙのᯟ組ࡳ、ᶆ‽、資㔠へのよりᗈいアクセスなどといったよりᗈい観点で議ㄽされなければな

らない。 
� トップࢲウンのプログラムと࣎トムアップのά動の方が、この EIP の中に含まれるきである。 
� 公ඹ-民㛫パートナーシップは、よりᖜᗈいᡭẁの一⎔として、鍵となる戦略的㒊㛛と課題をᨭす

るために、重要なᙺをᯝたす。しかしながらこの公ඹ-民㛫パートナーシップは、㐣度の官僚主義

によってᢚไされてはならࡎ、欧州委員会、ຍ┕国、ᴗとの㛫で、┿のパートナーシップ⢭⚄に

ᇶ࡙き実行されなければならない。 
 
㐣去の欧州委員会の取組に「欧州テクノロジー・プラットフォーム（European Technology Platform）」

（2002㹼2006 年：第 6 次フレームワークプログラムのもとで実）があるが、これは欧州委員会の↹

㞧なᡭ⥆きなど”Red tape”をᴟຊするように⏘ᴗ⏺が主ᑟしたプログラムで、30 を㉸えるᵝࠎな分野
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ごとに組成され、各分野に適した独自のイノベーション戦略が策定・実行された。この中では例えば

Innovative Medicine Initiative (IMI)が大きな成功をおさめ、現在は官民それぞれ 10 億ユーロを出し合

ってプログラムを展開している。 
この欧州テクノロジー・プラットフォームの取組（成功体験）などをもとに、2007 年から第 7 次フ

レームワークプログラム（FP7）を展開し、その後の Horizon2020 の計画策定を進めているが、欧州委

員会の官僚主義の弊害をいかに除去するかが鍵の一つになっており、我が国への含意と言えよう。 
また、欧州イノベーション・パートナーシップや欧州テクノロジー・プラットフォームが内包する、

明解な優先事項、明確なガバナンス構造及び進捗のアセスメント（assessment）機能を有する戦略的な

アプローチ等は我が国にとっても参考になると思われる。 

欧州イノベーション・パートナーシップで設定しているテーマ群は、安全保障を含めたグローバルな

課題であり、これは科学技術外交という観点からも戦略的な提携・協同が期待される。我が国において

重点としている海外インフラのプロジェクト等とも絡めて、また、関係をより深めようとしているアセ

アンとの具体的な取組（プログラム）を策定する際にも大いに参考になると考える。 
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